第１回境港市男女共同参画推進審議会　会議録
次　　　第
■　日　時：平成２６年１１月１８日（火）１４：００～１５：０５
■　場　所：境港市役所　第１会議室

■　日　程
１　開　　　会

２　委員の委嘱・紹介

３　市長あいさつ
４　議　　　事

（１）審議会の会長及び副会長の選出について
（２）境港市男女共同参画推進審議会と第２次境港市男女共同参画推進計画について

（資料１、２）
（３）男女共同参画に関する国の情勢と鳥取県の取組について
（４）平成２５年度境港市男女共同参画推進計画実施状況について（資料３、４）
（５）その他
　　　　
５　閉　　　会

■　出席者（敬称略）

　　髙木　敏行、岩間　悦子、古徳　寧、渡部　斗支子、荒井　祐二、金津　唯可

　　越智　浩明、入江　和行、戸田　隆久、松本　町子　（１０人）

■　会議録（要旨）
１　開会（高橋地域振興課長）
２　委員の委嘱・紹介（高橋地域振興課長）
　　　辞令書は机上配布で委嘱とし、委員名簿と配席表で紹介に代える。

３　中村勝治市長のあいさつ

４　議　　事
（１）審議会の会長及び副会長の選出について

＜事務局・高橋地域振興課長＞
「境港市男女共同参画推進条例」の第２０条第１項で、「審議会の会長及び副会長は、委員の互選により選任する。」こととなっています。選任につきまして、事務局から提案させていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。
＜委　員＞
　「事務局一任」の旨の発言あり

＜事務局・高橋地域振興課長＞
　事務局から次のとおり提案
会長　髙木敏行　委員、副会長　岩間悦子　委員
＜委　員＞
　同意

＜髙木会長＞
　就任あいさつ
＜岩間副会長＞
　就任あいさつ
－市長退席－

（２）境港市男女共同参画推進審議会と第２次境港市男女共同参画推進計画について
　＜事務局・手島人権政策室長＞
　資料１、２を説明
＜髙木会長＞
　　ただいまの説明につきまして、ご質問等のある方は、お願いします。
＜委　員＞

　なし

（３）男女共同参画に関する国の情勢と鳥取県の取組ついて

＜鳥取県男女共同参画センター所長・越智委員＞
　資料「男女共同参画に関する国の情勢と鳥取県の取組ついて」を説明
＜髙木会長＞
　　ありがとうございました。ただいまの説明につきまして、ご質問等のある方は、お願いします。
＜委　員＞

　なし

　＜事務局・手島人権政策室長＞

　資料３、４を説明

＜髙木会長＞
　　ただいまの説明につきまして、ご意見・ご質問等ありましたら、ご発言をお願いします。
　＜荒井委員＞

　　１０年近くこの取組をするなかで、例えば資料３の３ページ、「各種審議会委員に女性委員の登用を啓発した」というところで、取組の成果がどうなのかを聞きたい。
　＜事務局・手島人権政策室長＞

　審議会の女性委員の登用状況ですが、平成１６年から平成２３年までは２３％から２４％の間で推移しておりました。２５年度は２１．１％、２６年度は２２．５％となっております。鳥取県の平均が２９．５％で全国第１位となっておりまして、全国平均の方は２４．２％という数字です。
＜荒井委員＞

　変化がないということですね。
＜髙木会長＞

　なお一層努力していただき、各種委員会への女性の参加をよろしくお願いします。ほかにありませんか。
　＜岩間副会長＞
　　荒井委員と意見は同じですが、実施状況を報告するということで、ほとんど継続です。それから「図った。」とか「行った。」とか「啓発した。」とか、過去の表現ばかりです。本当に実施したらもっといろんな面で表に出てくると思うのですが、この継続という意味がちょっとわからなくて、実施してみてどうだったかという成果とか、評価がほしい。県下の市町村の男女共同参画マップをみても、境港市はあまりいい数字ではないんです。あることについては平均並みの結果が出ていますけど、もっともっと頑張らなければいけないと私は感じています。ただ、やっただけでは意味がない。それにともなってどうなったかということが私は知りたいですし、来年度は重点的にこれをやって、それで成果がどうだったかという評価がほしいと思います。
　　この継続というのは、現在進行形も入っているのか、ただやってみたというだけでは、成果が表れてこないので、そういう点がほしいなと思いました。その点については。
　＜髙木会長＞
　　１回実施したからといってすぐに成果が表れるものでもないとは思いますが、何かありましたら、それと継続というのは引き続き次からもやっていくという意味だと捉えましたが、その辺のところをお知らせ願えたらと思いますが。
　　＜事務局・手島人権政策室長＞

　　新規と継続というところで、新規というのは平成２５年度に新たに取り組んだ施策で、継続は以前から取り組んでいて２５年度も継続して取り組んだというものです。
　
＜髙木会長＞

それはまだ続けて取り組むという意味も含まれていますか。

　　＜事務局・手島人権政策室長＞

　　それは含まれておりません。
　　＜髙木会長＞
　　今までやっていたことを２５年度もやったということで、これを２６年度、２７年度続けてやるという意味ではないんですね。

　　＜事務局・手島人権政策室長＞
　　そういう区分けでやっております。評価につきましては、２６年度からは新しい計画のもとでの施策の評価になりますので、方法も検討して、今、岩間副会長がおっしゃられたようなところも取り入れて評価をしたいと思います。

　　＜岩間副会長＞

　　継続の意味については、注意書きがほしかった。表現の仕方も、今後検討していただきたいと思います。
＜髙木会長＞

　　他にお気付きの点、ご意見、合わせてお聞きしたいと思います。
　＜金津委員＞

　　この委員に入らせてもらったからだと思いますが、男女共同参画のチラシやポスターが比較的目にするようになったのかなという感じはありますので、こういうことはすぐに成果が出るものでもないし、市民のみんなに浸透するものでもないので、やはり継続は力ですので、たくさん色々いいことをされていると思いますので、これが成果に結びつくようにしてください。私も市民としてできるだけのことはしていきたいと思います。
＜髙木会長＞

　　他にありますか。何でも結構です。

　　＜岩間副会長＞

　　鳥取県でも「輝く女性活躍加速化とっとり会議」ができたり、国の政策として「女性が輝く社会」とか出てきましたから、やはりそれに基づいた何かを境港市もほしいなと思いました。
　　＜渡部委員＞

　　鳥取県は共稼ぎで家計が成り立つくらいな県で、ということは女性が働いている人が結構いる、多分境港市もそうだと思うんです。女性が働いているとか、そういう環境にあるとういうことは男女共同参画の下地は十分にある地域だと思いますので、それを形あるものとか、みんながそういう意識を持てるふうに持っていくには脈がある地域じゃないかと思うんです。余談ですけど、鳥取県は軽自動車が一番よく普及しているとか、カレーのルーが一番よく売れる県だとか、いわゆるお母さんが忙しいとか、交通機関がないので共働きをするためには軽自動車が必要とされているとか、そういうよく知られている話があるんですけど、境港市も例外でないので、そういうベースがあるところで、どうしたらこういうことも浸透していくか、高いところを目指すためにもですけども、もっと身近なところでそういうベースがあるということを意識された取組を進めたら、成果が出やすいんじゃないかなと私は感じています。
＜髙木会長＞

他に何かありませんでしょうか。皆さんのご意見を反映して、来年度の計画や評価やいろんな面に役立てていただければと思いますのでご遠慮なくお願いします。　
＜越智委員＞

　　今、渡部委員のほうから話がありましたが、共稼ぎは全国５位だったと思います。かなり共稼ぎの世帯が多いということで、裏返しは県民所得が低いので、旦那だけの稼ぎだけでは子どもさんなどをよく支え切れないということがあるんじゃないかと思います。そういった現状ですが、Ｍ字カーブというのを皆さんご存じでしょうか。女性の年齢別の就業率をグラフにすると、２０代、３０代とぎゅっと伸びていって、３０から４０でポーンと落ちるんです。で、また４０位からポーンと上がってＭみたいになります。世界的にみてこんなのは日本と韓国だけで、あとはなだらかな台形なんです。なぜかというと、一人目の子どもさんが生まれた後に約６割の女性が職を離れるという状態がまだ続いてます。ですからこのあたり、急にはなおらないと思います。ただ今言われたように、鳥取県には素地があって女性が働くためには男性が家事を頑張るだとか、いろんな支えからできる所からやっていかなければならないと思っていますので、よりん彩も男性の家事の支援だとか、境港市と一緒になってやっていきたいと思っております。
＜髙木会長＞
　　よろしくお願いいたします。
＜古徳委員＞

　３０代で働かない女性がいると言われましたが、私の身の周りで働いていない女性は多分一人もおられないと思うんですけれど、パートなどの場合も働いているに分類されているのでしょうか。
＜越智委員＞

　パートも含めたところです。鳥取県はどうかわからないですが、子どもさんが例えば生まれて、親とか、保育所が近くにあったら働き続けることは可能なんですけど、そういった環境にない方が多くて、働き続けることができなくて、パートも含めて一回職を離れます。正社員だった方が一回職を離れる、次はパートという形で採用されて、少しまた働き方が変わってきて、それもあまりいいほうじゃない方に変わってきます。多分、鳥取県でも子どもさんの面倒を見てもらえる環境になかったら、やむを得ずそうされている方がいらっしゃいます。
＜岩間委員＞

　身近に男女共同参画を周知、認識してもらうために、朝日新聞ですけど、八頭町が男女共同参画歌留多というカルタを出しておられます。これが中学生から８０代、幅広く男女合わせての募集で、こういうことが男女共同参画かなぁと、私は男女共同参画は家庭からと言い続けていますけど、そういう、身近なものに理解してもらうために、カルタなどを募集して意識を高めていくのも一つの方法かなぁと思ったりして、県の方でもそういうものを作っておられるようですので、参考にしながら、市の方も身近なところで認識してもらうようなことも考えてみていただければと思います。
＜髙木会長＞

よろしくお願いします。
＜入江委員＞

　　私のところは男女共同参画推進企業に認定頂いて数年経ちます。業種的に見て港湾土木に所属しているわけですが、企業の中において当社を考えると、今、女性が２名、非常に棲み分けというか、当社だけで考えても難しい。当社としてやるとすれば、先ほど来、話がありましたように、男性がどこまで、取って替わる部分をやっていくのか。例えば、朝からスタートすればお茶だコーヒーだみたいなところもあるし、当然、接客もあるし、そういうこともあるんですが、企業の業態によって、やりやすい業種、そうでない業種があるでしょうから、当然、やりやすい業種が力を入れていくということも必要かと思いますし、それと合わせて結局は人がしなきゃいけないわけですから、その人に対してどうアピールしていくかということになると、企業力というのも非常に大きな影響力を及ぼすのかなぁと。結果として見た時に企業が協力できなければ、なかなか男女共同参画の問題も難しいでしょうし、そういう部分で行政は何をするのか、企業は何をするのか、あるいは、家庭に対する、当然家庭の中での行動も必要になってくる訳ですから、そこは誰が役割分担するのかということと、することはおそらくそんなに種類がないんじゃないかと思うんですね。そうするともっと種類を限定して、当然先ほど来、話があったように、２年や３年や５年で結果がどんどん出ていくということはない訳ですから、当然、その５項目なら５項目をあらゆる手段、いわゆるＰＤＣＡをしながらどう攻めていくのかというやり方をしないと、ぼやっとして、結果を求めていかなければ結果も出てこない。そういう役割分担的な、ものの攻め方もしていかないといけないのではないかと思います。
＜髙木会長＞

どうでしょうか。ご意見も出たようですので、頂いたご意見を参考にして、今後啓発や取組に活かしていただければありがたいと思います。よろしくお願いいたします。
（５）その他

＜髙木会長＞

それでは次に議事カッコ５番のその他について、事務局から何かありますでしょうか。

＜事務局・高橋地域振興課長＞

　先ほど皆様のほうから頂いたご意見につきましては、事務局の方で十分検討させて頂きまして、今後の予算等にも反映させていきたいと思います。ただ、当面は国や県の方も大きく動いておりますので、それらの動向も勘案したうえで、また現計画が２６年度から始まったところでございますので、それらに基づいて施策を実施していくことになろうかと思いますので、よろしくお願いします。委員の皆様には限られた時間の中で言い足りなかった方もおられるかと思いますが、後日でも、事務局の地域振興課のほうまでご意見いただければ参考とさせていただきますのでよろしくお願いいたします。なお、次回以降の審議会につきましては、特別の案件がございませんでしたら、また来年度に実施状況についてご審議いただくことになろうかと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。事務局からは以上です。
５　閉　　　会　
＜髙木会長＞
本日はこれをもちまして終了としたいと思います。ご協力どうもありがとうございました。
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